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経
済
撃
に
於
け
る
数
撃
的
方
法
の
意
義
ド
つ

い
て

是

7K 

京電

弘

一
、
は
し
が
き

二
、
ヵ
ウ
フ
マ
ン
の
所
設

け
問
題
の
定
式
化

同
カ
ウ
フ
マ
ン
に
於
け
る
数
態
的
方
法

同
経
験
科
診
と
数
験
的
方
法

同
綾
城
明
感
と
数
接
的
方
法
1
1
4
カ
ウ
ア
マ
ン
の
結
論

一
ニ
、
カ
ウ
フ
マ
ン
の
所
設
に
謝
す
る
批
評

問

、

む

す

び
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一
、
は

し

が

き

本
稿
の
課
題
は
経
済
問
中
に
九
掛
け
る
数
接
的
方
法
趨
用
の
意
義
友
考
察
す
る
に
あ
る
。

、.、

と
の
場
A合
口
多
く
の
「
様
成
あ
る
」
経
消
附
皐m平
チ
者
建
が
す
る
よ
う
に
、
経
済
現
象
に
封
ず
る
故
車
的
方
法
の
無
批
判
的
諮
問
の
成
果
を
、

理
経
済
撃
の
立
場
か
ら
評
慣
す
る
と
い
う
仕
だ
に
沿
い
て
で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
は
経
済
皐
へ
の
警
守
的
方
法
曹
川
の
根
擦
を
問
う
と
と
、

す
な
わ
ち
、
如
何
な
る
保
件
の
下
で
そ
れ
を
経
済
墜
の
研
究
方
訟
の
一
つ
と
し
て
認
め
る
と
と
が
出
来
る
か
を
問
う
と
と
友
以
て
課
題
と

経
済
議
研
究

三五L



経
済
惑
に
於
け
る
数
争
的
方
法
の
意
義
に
つ
い
て

且
島
、
水

す
る
。経
済
閥
単
に
沿
け
る
主
蹴
償
値
設
と
客
観
偵
組
誌
と
の
封
立
は
、
と
の
問
題
に
到
し
で
も
必
然
的
に
相
封
立
し
た
解
答
乞
日
立
制
す
る
。

わ
れ
わ
れ
は
と
の
問
題
に
封
ず
る
主
観
依
組
設
の
側
の
有
力
な
一
見
解
と
し
て
、
ブ
エ
リ
ッ
ク
ス
・
カ
ウ
フ
マ
ン
の
一
論
文
・
〔
動
的
常
的

方
法
は
経
済
撃
に
封
し
て
い
か
に
寄
民
し
う
る
か
?
」
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

け
だ
し
と
の
論
文
は
先
十
第
一
に
中
山
伊
知
郎
氏
を
代
去
者
と
す
る
わ
が
問
刊
の

沃
の
代
表
的
政
論
家
住
に
よ
っ
て
、
投
降
一
出
方
法

A
U
3
J
V
 

租
連
・
課
目
さ
れ
た
某
準
的
見
解
の
一
つ
で
あ
り
、

、、

航
設
に
立
闘
し
つ
つ
も
、
決
し
て
設
感
的
方
訟
の
知
批
判
的
諮
出
の
成
果
の
み
を
汗
出
す
る
に

提
出
論
に
九
掛
け
る
一
般
的
論
誌
と
し
て
、

一
に
と
の
論
文
は
基
本
的
に
は

ら
や
、
廷
に
匙
ん
で

経
一
凶
器
止
遁
泊
さ
れ
る
た
め
の
税
燦
乞
も
問
う
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
先
十
カ
ウ
フ
マ
ン
の
所
訟
を
明
ら
か
に
し

と
れ
に
封
し
て
若
干
の
批
評
を
試
み
る
で
あ
ろ
う
。
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l3) 

中
山
伊
知
郎
氏
・

3
奴
恐
経
済
問
学
研
究
』
、
第
一
ネ
第
二
節
、
第
四
i
七
銘
0

2
同
町
民
一
由
民

8
8回
二
」
弔
問
国

E
回
出
品
目
。
自
己

ZHHHazy巾
密
主

g念
日
出
宏
司

Z
p
t
o
g
g
r
o
g
g山田山市一日付
3
1
Q岳
山
仲
田
喜
三
片
付
窓
司
沼
田
伸
一
。
，

沼
田
山

cwoロ
OHHM一
♂
閃
品
・
ロ
w

一3012ご
∞
∞
・
吋
四
十
吋
吋
甲
)
・

中
山
伊
知
郎
氏
・
総
括
合
、
一
一
一
六
資
注
一
。

こ
の
舎
は
、
数
刻
一
終
務
内
山
市
の
刑
判
市
部
を
数
一
位
的
方
法
に
遁
合
ず
る
よ
ろ
に
改
造
し
た
上
で
数
門
学
的
方
法
の
渡
期
を
論
ず
る
た
め
ぬ
現
的
彼
設
に
お
ち
入

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(2，) (1) 

由
一
、
カ
ウ
フ
マ
ン
の
所
説

←) 

問
題
の
定
式
化

は
し
が
き
に
述
べ
た
如
く

カ
ウ
ブ
マ
ン
は
経
済
事
へ
の
数
準
的
方
法
趨
用
の
根
按
乞
問
う
と
と
乞
課
題
と
す
る
。

し
か
し
役
は
町
一
ち



に
経
済
撃
自
体
乞
問
問
題
に
す
る
の
で
は
な
く
、
次
の
如
き
迂
図
的
論
設
を
試
み
る
。
す
な
わ
ち
、
先
十
第
一
に
彼
の
い
わ
ゆ
る
「
数
撃
的

方
法
レ
を
原
理
的
に
総
定
し
、
第
二
に
経
験
科
事
一
般
、
自
然
科
態
(
特
に
物
理
皐
)
及
び
枇
ん
M
H

科
撃
に
も
が
け
る
数
率
的
方
法
の
意
義
を

一
に
経
済
的
い
に
ゐ
け
る
致
事
前
方
訟
を
問
題
に
す
る
。

間
u、と

の
よ
う
な
迂
目
的
論
説
を
行
う
消
極
的
な
現
出
は
、
「
一
般
的
な
理
論
的
部
分
に
h
o

い
で
す
で
に
解
決
済
み
の
方
法
的
諸
問
題
を
、
特

殊
経
済
的
た
諸
駄
に
K

ぶ
い
て
繰
返
す
煩
乞
省
く
」
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
積
極
的
現
出
向
は
、
有
力
な
「
後
見
的
」
宮
耳
目
注
目
印
の
何
回

(
誌
則
の
議
見
定
立
上
の
)
柿
助
手
段
た
る
「
知
北
」
の
主
要
性
で
あ
る
。
彼
は
「
諾
科
阜
の
…
路
間
中
乞
明
か
に
し
、
諾
科
約
十
の
ふ
品
川
温
的
体

系
を
樹
立
す
る
と
と
が
出
来
る
な
ら
ば
、
類
推
は
明
ら
か
に
右
カ
な
夜
見
的
手
段
た
り
う
る
」
と
い
う
と
と
や
、
「
吋
一
山
科
墜
の
一
に
公
け

る
問
題
(
他
U
諸
科
撃
の
問
題
と
共
泊
の
核
心
乞
も
つ
)
が
解
決
さ
れ
る
、
な
ら
ば
、
と
の
解
決
の
も
つ
定
義
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
限
り
に

公
い
て
、
他
の
科
皐
に
な
い
て
も
そ
れ
に
針
癒
す
る
問
題
註
解
決
す
る
場
合
に
生
や
る
国
維
の
本
質
的
部
分
は
す
で
に
克
服
さ
れ
た
と
と

に
な
る
」
と
信
じ
て
い
る
。
勿
論
、
誤
っ
た
議
抗
、
知
県
批
判
的
類
推
の
も
た
ら
す
弊
容
を
挫
け
る
た
め
に
「
知
推
税
採
」
(
問
題
の
共
通
性
)

の
理
解
が
不
可
欧
な
る
と
と
の
指
摘
を
、
役
は
忘
れ
な
い
c

そ
じ
て
詰
閣
の
問
題
提
起
に
公
い
て
は
、
経
済
的
い
と
他
の
自
然
科
事
及
び
牡

命
日
砕
壊
と
の
出
に
、
と
れ
ら
が
い
や
y
れ
も
経
験
科
問
中
で
あ
る
と
い
う
共
泊
位
、
す
な
わ
ち
問
題
は
い
す
れ
も
数
撃
的
方
訟
の
「
経
験
」
へ

の
述
用
に
あ
る
と
い
う
鈷
に
、
と
の
類
位
根
擦
が
あ
る
と
さ
れ
、
従
っ
て
知
紅
白
設
見
的
右
効
性
が
さ
の
迂
屈
的
仇
一
一
削
誌
の
有
効
性
乞
保
設

わ
れ
わ
れ
は
以
下
順
次
に
と
の
三
つ
の
問
題
乞
桧
討
し
て
み
よ
う
υ

す
る
と
す
る
。

同

カ
ウ
フ
マ
ン
に
沿
け
る
教
事
的
方
法

他
の
諸
科
皐
へ
の
趨
用
を
考
底
し
つ
つ
致
問
中
的
方
法
の
原
理
的
時
誌
と
し
て
、

カ
ウ
ブ
マ
ン
が
簡
単
に
総
括
し
た
テ
ー
ゼ
は
次
の
三
つ

で
あ
る
。経

蹴
例
経
研
究

:Ii仁
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日
間
川
町
与
に
於
げ
る
致
極
的
方
法
の
怠
設
に
つ
い
て

是
永

(
A
)
数
接
的
方
法
そ
れ
自
体
は
現
涯
に
つ
い
て
一
一
一
一
同
も
語
ら
な
い
。

(B)
初
等
故
山
内
…
?
と
高
等
設
的
九
千
〈
椴
桁
分
計
算
)
と
の
間
に
原
理
的
差
別
は
な
い
。

へC
)
数
回
守
的
方
訟
の
也
市
は
封
裁
の
測
定
可
能
性
(
可
制
性
)
乞
前
提
じ
な
い
。

(A)
に
つ
い
て
、
被
は
「
設
事
上
の
諸
定
理
は
世
界
に
闘
し
て
何
事
も
、
主
張
し
た
い
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
二
mm
類
の
異
っ
た

町
内

8
6
M
O
M
(象
徴
複
ん
口
)
の
す
山
味
の
は
等
性
を
、
あ
る
溜
の
象
徴
的
去
現
の
基
本
的
規
則
に
準
じ
て
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
定
義

し
ベ
数
阜
の
命
題
が
現
賀
と
関
係
す
る
限
り
、
そ
れ
ば
五
械
で
な
く
、
又
そ
れ
が
定
確
で
あ
る
限
り
現
授
と
な
無
関
係
で
あ
る
」
と
の
ア

イ
ン
シ
ユ
早
ノ
イ
ン
の
一
一
一
一
円
を
完
全
に
本
認
す
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
「
空
間
1
時
間
的
現
象
た
封
象
」
と
す
る
幾
何
皐
に
沿
い
て
も
例
外

い
か
な
る
形
式
的
諮
闘
係
の
体
系
が
、
自
然
現
象
の
記
述
に
円
以
趨
な
る
か

者
自
げ
巳

で
は
な
い
と
さ
れ
る
。

と
い
う
の
は
「
い
か
な
る
幾
何
型
、

内
氏
、
幾
何
思
自
体
の
決
定
し
得
た
い
経
験
的
問
題
で
あ
る
、
」
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ハ
ヨ
}

ペ
ア
ノ
の
公
辺
誠
に
基
づ
く
自
然
数
論
に
必
き
、
救
一
壊
の
全
法
則
・
会
計
算
b
L

自
然
数

「
自
然
数
の
公
恐
か
ら
、
数
の
四
則
・
逆
計
算
・
員
数
・
分

(B)
に
つ
い
て
、

彼
は
数
出
十
全
体
の
基
礎
友
、

-158-

列
の
時
成
原
加
掛
か
ら
一
義
的
に
踏
定
し
符
る
も
の
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、

、、、

設
・
無
現
議
・
虚
数
及
び
複
十
一
…
常
設
等
が
、
記
披
・
術
語
の
簡
潔
化
(
傍
賠
i
引
用
者
〉
と
し
て
専
か
れ
、
徴
税
分
計
算
も
亦
同
様
に
し
て

そ
れ
か
ら
演
仰
持
さ
れ
る
。
」
従
っ
て
初
等
教
堕
(
低
次
解
析
)
と
高
等
教
態
(
高
次
解
析
)
と
は
、
い
や
れ
も
こ
の
公
理
か
ら
導
か
れ
た

も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
聞
に
原
現
的
差
別
は
存
在
し
な
い
と
す
る
。

次
に

(C)
に
つ
い
て
、
彼
は
数
核
的
方
法
の
現
官
一
へ
の
諮
問
が
必
や
し
も
「
測
定
」
に
限
ら
れ
な
い
例
と
し
て
、
射
影
幾
何
墜
や
位
相

技
何
事
(
位
置
解
析
)
を
あ
げ
る
。
す
な
わ
ち
趨
何
理
の
と
の
分
科
は
「
単
位
金
を
前
提
に
す
る
必
要
な
く
」
、
従
っ
て
計
算
や
測
定
と
は

扱
紋
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
裁
問
中
的
方
法
た
る
と
と
に
か
わ
り
は
な
い
と
す
る
。

以
上
の
三
結
を
通
じ
て
、
刊
に

(A)
及
び

(B)
に
ゐ
い
て
、
数
山
市
的
方
法
に
封
ナ
る
彼
の
見
解
は
、
設
は
十
的
方
法
自
体
が
現
賓
と
全
く



、

知
…
山
附
係
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
と
と
、
並
び
に
敢
皐
的
方
法
の
良
川
削
(
教
の
護
民
)
と
、
設
協
一
的
方
法
の
現
資
へ
の
池
田
は
、
表
現
の
筒

、、潔性
左
主
間
以
に
す
る
と
い
う
と
と
、

と
の
こ
貼
に
特
徴
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
と
の
鮪
に
つ
い
て
の
詳
し
い
検
討
は
、
彼
自
身
の
問
題
提
起
か
ら
み
て
も
、
ま
た
わ
れ
わ
れ
の
課
題
か
ら
み
て
も
、
十
U
接
と
と

で
必
嬰
な
と
と
で
は
な
い
か
ら
、
必
姿
な
限
り
後
認
す
る
と
と
に
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
第
二
の
問
題
に
封
す
る
彼
の
見
解
に
日
を
制
作
パ
ず
る

と
と
に
し
よ
う
。

(2) (1) 

K
M
・
閉
山
口
田

g
g
u
公の
2
5巾
け
丘
四
己

HM仏
関

HA田
町
時

HHSmww
切
司
司
戸
山
口

w
S
N
r
m
-
u

H
ι
8
3
0
の
公
理
論
に
よ
る
自
然
数
列
の
統
一
成
原
巡
と
は

一
、
両
日
然
絞
列
の
初
市
引
が
総
資
に
夜
中
仕
す
る
。

二
、
数
列
の
4
f
市
引
は
抗
竣
後
続
す
る
市
引
を
有
す
る
o

一
一
一
、
数
列
の
各
市
引
は
初
項
を
除
け
ば
、
直
接
先
行
す
る
項
を
有
す
る
。

問
、
数
削
州
は
以
上
の
涼
恐
一
ー
ー
一
一
一
に
よ
っ
て
完
全
に
規
定
さ
れ
る
。

の

mM川
辺
で
あ
る
。

問
問
担
出
向
H
H
S
ロロ
HmFmw・
0-w
∞
・
吋
明
叫

159~ 

同

控
除
科
事
と
数
準
的
方
法

以
上
の
如
く
規
定
さ
れ
た
数
準
的
方
法
を
、
経
験
科
簡
単
の
一
研
究
方
法
と
す
る
こ
と
は
可
能
か
?

ま
た
可
能
な
り
と
す
れ
ば
ど
の
程

度
ま
で
な
効
か
?

と
の
こ
つ
の
問
題
を
カ
ウ
ブ
マ
ン
は
、
経
験
科
事
一
般
・
白
探
科
問
中
及
び
枇
人
W
H

科
問
中
に
つ
い
て
拾
討
し
、

次
の
如
え
さ
結
論
を
得
る
。

j-

な
わ
ち
、
「
一
般
に
説
接
的
方
法
の
控
除
科
は
ず
へ
の
諮
問
は
原
則
と
し
て
可
能
で
あ
り
、

そ
れ
は
経
験
科
尚
早
の
科
事
的
認
識
目
標
に
沿
う
も

活
巳
挺
H
，LF
F
杯
バ
eb'μ

，
良
心
掛
H
V
M
C
E
込ノ

ミ白:



総
務
総
ナ
研
究

三五

じ
か
し
数
撃
的
方
訟
の
諮
問
ば
、
経
験
科
阜
の
結
核
化
な
結
果
す
る
如
き
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
く
、
又
そ
の
有
効

性
ば
自
然
科
態
と
く
に
物
別
問
中
に
沿
い
て
は
大
き
い
が
、
枇
ん
何
日
日
科
平
に
h

引
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
」
。

先
一
ヂ
彼
は
致
問
九
千
的
方
訟
諮
問
可
能
の
論
擦
と
し
て
、
経
験
科
堅
一
般
に
た
い
て
は
「
お
象
の
特
殊
性
か
ら
致
問
中
的
方
法
諮
問
が
際
限
的

に
排
除
さ
れ
る
と
と
は
あ
り
え
な
い
」
と
と
佐
北
の
如
く
論
説
す
る
。

す
な
わ
ち
拾
に
沿
い
て
は
、
特
定J
の
領
域
に
ゐ
け
る
致
問
伊
的
方
訟
地
別
の
不
可
能
乞
主
張
す
る
論
者
は
、
蹴
ね
一
会
該
知
坊
の
お
象
の
測

定
不
可
能
(
不
可
部
位
)
左
そ
の
論
採
に
す
る
(
例
え
ば
経
済
問
い
に
も
付
け
る
愁
笠
)
と
さ
れ
る
。
絞
っ
て
こ
れ
に
封
し
て
紋
は
、
先
歩
前

項

(C)
に
よ
り
数
時
中
的
方
訟
が
必
や
し
も
釘
仙
郊
の
可
制
性
乞
前
提
し
な
い
と
と
、
数
思
的
方
法
の
現
官
へ
の
訪
問
(
計
算
)
は
原
刑
判
的
に

の
で
あ
る
。

は
封
象
の
如
何
乞
向
わ
や
(
物
抑
制
的
と
心
別
的
と
の
い
や
れ
に
も
)
可
能
で
あ
る
と
い
う
と
と

ζ

の

ら
反
駁
し

克
に
傍
ら

物
型
的
測
定
が
必
や
し
も
前
一
接
測
定
に
限
ら
れ
や

hU
技
測
定
不
可
能
な
現
象
と
広
長
可
制
な
現
象
と
の
問
に

経
験
的
従
民
間
附
係
が
成

-160-

前
者
も
出
接
的
に
は
測
定
可
慌
で
あ
る
(
例
え
ば
沼
広
一
討
に
よ
る
涼
感
の
測
定
)
と
し

〔

1
)

被
初
完
封
象
の
範
凶
を
物
却
現
象
か
ら
心
出
現
象
に
ま
で
掠
大
ず
る
。

り
立
つ
場
合
に
は

限
定
概
念
の
強
張
に
よ
り

か
く
し
て
ぬ
は
経
験
科
単
に
必
け
る
故
皐
的
方
必
諮
問
の
可
能
性
を
数
率
的
方
法
自
体
と
、、も

の
泊
加
が
、
「
可
能
な
限
り
簡
潔
で
経
泊iJ
22科
な
限の
り幸J
f王子 、 ィ':t~l
リし'坊主

一、と
さ iJJ

オL 雨
tc商
(か
f安ら
全
I rm 
UI 的

に
示
認
す
る
。
し
か
し
よ
り
主
要
な
秘
擦
は
、、，、.

用
者
)
認
識
悲
闘
を
符
ん
と
い
う
科
接
的
法
則
認
訟
の
王
山
口
摂
」
に
か
な
う
も
の
で
あ
り
、
経
験
科
阜
の
訟
期
認
識
に
と
っ
て
有
効
な

手
段
た
り
狩
る
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
「
到
論
的
自
保
科
阜
の
精
一
利
科
簡
単
に
お
す
る
伝
位
は
、
前
者
の
み
が
一
止
し
い
方
法
!
数

事
的
方
法
|
友
愛
見
し
た
と
と
に
出
る
」
と
す
る
所
以
で
あ
る
サ

と
う
し
て
経
験
科
皐
へ
の
数
時
半
的
方
訟
の
越
市
は
全
説
的
に
肯
定
さ
れ
た
が
、
数
一
手
的
方
法
の
有
効
性
は
無
制
限
に
大
な
る
も
の
で
あ

ろ
う
か
。
彼
の
容
は
否
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
役
に
よ
れ
ば
、
控
除
科
思
一
般
に
沿
い
て
、
絶
割
精
出
判
に
安
門
必
ず
る
経
験
法
山
川
や
閃
果
訟
則



の
如
き
も
の
は
原
躍
的
に
不
可
能
で
あ
り
、

そ
の
立
味
に
沿
い
て
完
全
に
精
・
何
な
経
験
科
壊
は
元
来
存
在
し
な
い
。

と
れ
は
数
撃
的
方
法

の
援
問
乞
も
っ
て
し
で
も
い
か
ん
と
も
し
難
い
原
理
的
問
難
で
あ
る
。
そ
れ
自
身
現
授
に
つ
い
て
は
何
も
語
ら
な
い
数
撃
的
方
法
が
、
経

験
科
撃
に
趨
刑
さ
れ
る
と
き
、
精
桁
性
乞
叫
し
得
る
も
の
は
、
た
だ
教
問
中
の
諸
定
理
か
ら
出
設
し
部
持
さ
れ
た
結
果
に
至
る
ま
で
の
数
迎

的
思
考
過
程
の
み
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
の
続
出
判
な
利
用
と
か
、
そ
れ
に
よ
る
精
斡
な
る
経
験
科
準
的
命
閣
の
椛
成
と
か
は
不
可
能
で
あ

る
。
経
験
科
撃
の
不
精
将
性
b
L
解
消
す
る
如
き
効
果
を
数
串
的
方
訟
に
期
待
す
る
と
と
は
出
来
な
い
と
さ
れ
る
。

と
と
ろ
で
数
墜
的
方
法
は
封
象
の
如
何
を
問
わ
や
一
肱
越
川
可
能
な
り
と
し
て
、
そ
の
有
効
性
は
自
然
科
壊
の
場
合
と
枇
合
科
阜
の
場

合
ic
で
は
い
ち
ぢ
る
し
く
主
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

彼
は
数
皐
的
方
訟
の
有
効
性
を
判
定
す
る
場
合
に
も
、
と
の
方
法
が
「
可
能
な
限
り
簡
潔
で
、
可
能
な
限
り
統
一
さ
れ
た
法
則
認
識
の

手
段
」
と
し
て
如
何
に
有
効
な
る
か
を
先
十
問
う
。
と
れ
は
敢
接
的
方
法
が
如
何
な
る
領
域
の
封
象
に
越
川
さ
れ
よ
う
と
も
、
常
に
a

要
求

さ
れ
る
基
準
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
領
域
の
封
象
に
数
接
的
方
法
が
諮
問
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
符
ら
れ
た
法
則
、
す
な
わ
ち
数

、

.

、

.

、

，

、

.

撃
的
諸
法
則
が
そ
の
内
部
椛
浩
に
沿
い
て
は
簡
潔
で
、
そ
の
相
互
の
関
係
に
沿
い
て
論
理
的
に
統
一
さ
れ
て
い
る
と
い
う
と
と
は
、
敢
闘
中

的
方
法
趨
用
の
有
効
性
を
判
定
す
る
場
合
、
決
定
的
な
第
一
規
準
で
あ
る
。
と
の
規
準
に
反
す
る
と
と
な
く
、
し
か
も
と
れ
ら
数
簡
単
的
諸

法
則
の
、
そ
の
領
域
に
必
け
る
安
首
位
乞
経
験
的
に
検
設
す
る
と
い
う
、
敏
感
的
法
則
一
安
訴
範
凶
の
経
験
的
確
定
は
、
教
態
的
方
訟
の
有

ハ
3
)

効
性
を
判
定
す
る
た
め
の
第
二
の
規
準
と
な
る
。

か
く
の
如
く
二
つ
の
判
定
規
準
を
前
提
し
た
上
で
彼
は
、
「
自
然
科
皐
(
特
に
物
理
準
)
に
於
け
る
数
単
的
万
法
の
有
効
性
は
、
枇
人
間
け
科

皐
(
経
消
皐
)
に
九
掛
け
る
そ
れ
に
比
し
て
は
る
か
に
大
き
い
と
」
L

主
張
す
る
。
け
だ
し
彼
に
よ
れ
ば
、
数
準
的
方
訟
の
諮
問
結
果
た
る
物
理

皐
H
数
現
物
理
阜
の
諸
法
則
は
、
先
や
そ
の
椛
遣
が
簡
潔
で
あ
り
、
法
則
相
互
に
統
一
的
な
論
限
的
控
闘
が
あ
り
、
し
か
も
経
験
的
に
は

一
切
の
時
空
的
観
察
の
封
象
に
安
常
仁
、
そ
の
受
賞
現
象
の
出
現
頻
度
大
で
、
例
外
現
象
少
な
く
、
且
つ
、
現
象
の
紙
態
に
謝
す
る
近
似

総
務
態
研
究

五:
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度
が
ヲヤ

ロ2翠
と ES
さ k
れ於
るけ
'fn る
下数

芸誌
あ方
る法
ID 

.~. 

義

でコ
U 、

て

是
永

と
こ
ろ
で
と
れ
に
封
し
て
、

一
般
に
と
の
有
効
性
が
遥
か
に
小
さ
い
。

そ
の
脱
出
を
彼
は
「
長
期
に
わ
た
り
兵

枇九
W
H

科
皐
の
場
合
は
、

体
的
強
見
を
あ
た
え
る
よ
う
な
一
般
的
批
合
法
則
が
少
な
い
」
と
い
う
枇
合
科
撃
の
現
朕
に
求
め
る
。
し
か
し
そ
れ
よ
り
も
彼
は
マ
ッ
ク

、，、.

ス
・
ウ
ェ

l
パ
ー
に
な
ら
っ
て
祉
合
科
問
中
を
「
人
仰
の
枇
合
的
行
筋
の
立
味
を
そ
の
動
機
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
心
理
的
に
理
解
す
る
」
践
す
で
あ

る
と
規
定
す
る
。
社
人
M
H

科
壊
の
研
究
方
法
中
故
も
重
要
な
り
と
さ
れ
る
の
は
と
の
「
理
解
」
で
あ
る
。
従
っ
て
貨
商
の
問
題
、
一
杭
ん
川
M

科
壊

に
九
引
け
る
教
関
伊
的
方
訟
の
有
効
性
判
定
に
は
、
自
然
科
皐
に
つ
い
て
あ
げ
た
右
の
雨
規
準
の
他
に
、
的
方
法
に
封
ず
る
敢

闘
叩
的
方
訟
の
関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
の

「
理
解
」

し
か
し
と
れ
に
つ
い
て
彼
は
「
現
併
と
数
準
的
主
訟
と
は
万
一
に
排
除
し
ん
円
う

と
く
に
理
解
さ
る
べ
き
行
魚
自
体
が
数
皐
的
思
考
の
結
果
な
る
場
合
(
例
え
ば
商
人
の
計
算
結
果
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

た
行
路
)
、
す
な
わ
ち
目
的
合
迎
的
行
詰
に
つ
い
て
は
数
問
中
的
方
法
が
伝
効
趨
切
に
利
泊
さ
れ
る
」
と
い
う
に
止
ま
り
、
「
四
併
と
数
型
的

方
法
と
の
問
に
は
、
研
究
の
現
段
階
で
は
、
一
般
的
従
同
関
係
が
た
て
ら
れ
な
い
」
と
古
白
ず
る
。

、，、.、@、.、，、，、，

「
測
定
」
概
念
の
機
張
、
間
接
測
定
の
笈
税
と
し
て
彼
は
温
度
の
他
に
、
色
感
(
波
長
)
、
音
階
(
振
動
数
〉
の
例
合
あ
げ
、
更
に
心
地
問
中
的
鴻
性
検
出
ー

も
一
一
械
の
測
定
で
あ
る
と
一
一
日
ぅ
。
こ
の
見
解
の
一
級
機
感
へ
の
輸
入
は
、
杉
本
栄
一
氏
・
「
終
済
的
測
定
の
本
民
」
ハ
一
一
術
大
右
側
川
崎
山
研
究
』
第
一
一
一
波
)
、

円
近
代
終
端
刺
殺
の
解
明
』
に
お
い
て
著
し
い
。

こ
こ
に
一
一
一
日
う
続
出
知
性
と
は
総
務
法
則
が
細
胞
時
祭
的
将
溺
爪
究
明
川
悦
を
ふ
引
っ
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
凶
附
本
法
則
に
つ
い
て
は
「
純
一
涼
閃
か
ら
尚
一
一
結
果
」

と
い
う
命
題
が
、
給
制
却
に
成
立
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

問
問
問
由
民
同

55HHHMWFO尚一

w
g晶
君
笠
回
目
町
即
時
仲
間
巧
山
田
臼

g聞各国
R
W
S
5立
4
向
田
吋

mUN主
主
回
凶
白
出
回
日

E
3
5
&
ω

。N
E吉
宮
山

W
E
-
u
p
s
也、

彼
は
こ
こ
に
あ
げ
た
第
一
規
市
中
は
総
険
料
診
の
法
則
の
品
門
市
廿
に
闘
す
る
純
理
論
的
問
題
で
あ
り
、
一
方
、
第
二
税
怖
や
は
法
則
の
終
験
的
公
常
性
に
つ

い
て
の
綬
験
的
問
題
で
あ
る
と
し
、
同
附
殺
を
峻
別
し
、
前
点
引
を
前
一
川
附
す
る
。
山
川
泌
抑
制

wwFOEWCHM晶
君
吉
田
与
え
宮
司
・
3

品
者
照
。

法
則
の
経
験
的
安
慌
を
州
内
定
す
る
こ
れ
ら
の
諮
尺
皮
は
一
見
刑
判
伯
郡
の
側
に
あ
る
か
に
見
え
る
が
、
仙
恨
の
見
解
に
よ
る
と
、
一
つ
の
封
印
棋
を
説
明
す
る

場
合
、
多
く
の
法
則
体
系
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
〈
例
え
ば
、
天
動
説
と
か
地
動
説
と
か
〉
そ
れ
は
例
入
の
白
山
な
滋
燥
に
会
ね
ら
れ
る
c

も
の
で
は
な
い
。

(1) (2] (3) (4) 
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(叫

経
ん
附
附
ゆ
と
故

mT的
方
法

!
lカ
ウ
フ
マ
ン
の
結
論

M
H
及
び
同
で
論
ぜ
ら
れ
た
結
果
に
よ
っ
て
、
経
済
問
中
と
い
う
特
殊
部
岐
に
沿
い
て
も
、
数
墜
的
方
訟
の
趨
用
は
可
能
で
あ
る
と
推
論
さ

れ
る
が
、
彼
は
あ
ら
た
め
て
諮
問
可
能
日
酬
を
終
消
墜
に
つ
い
て
将
帥
体
認
す
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
経
済
的
一
を
規
定
し
て
、
「
一
完
全
の
商
品

内

旬

、

.

、

，

(
g
z
J

相
V
A

、
又
は
商
品
と
貨
幣
と
の
数
川
口
史
的
交
強
関
係
日
経
的
行
協
を
お
象
と
し
、
そ
の
立
味
を
理
解
す
る
串
間
で
あ
る
」
と
い
う
。
故
に
彼

に
沿
い
て
は
、
経
済
同
チ
は
教
問
中
的
方
法
組
問
の
有
利
な
地
躍
を
提
供
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ハ
2
一
〉

彼
は
以
下
の
如
き
数
接
的
方
法
諮
問
反
割
論
を
前
一
一
婆
叫
じ
と
れ
友
論
駁
す
る
。
す
な
わ
ち
「
経
済
撃
は
直
接
不
可

制
な
感
的
主
(
例
え
ば
欲
望
)
を
割
象
と
す
る
串
間
で
あ
る
か
ら
、
教
思
的
方
訟
の
諮
問
川
は
不
可
能
で
あ
る
」
と
い
う
反
封
論
に
封
し
、

彼
は
、
と
の
主
張
が
、
「
付
粧
前
阜
の
封
仰
木
を
感
情
江
主
と
す
る
J

同
教
接
的
か
訟
の
諮
問
が
艶
象
の
可
制
性
を
前
挺
す
る
。
国
間
接
鴻
山
え

を
無
叫
す
る
。
」
の
二
一
駄
に
ゐ
い
て
誤
っ
て
い
る
と
い
う
。
第
二
・
第
三
の
論
賄
に
つ
い
て
は
阪
に
述
べ
た
時
ー
か
ら
明
ら
か
で
再
言
乞
要
さ

と
れ
に
関
連
し
て
、

-163一

な
い
が
、
故
初
の
論
結
に
潤
す
る
彼
の
石
川
氏
は
、
メ
ン
ガ

l
以
来
の
限
界
効
用
理
論
に
一
つ
の
修
正
乞
施
す
も
の
と
彼
が
自
貢
ず
る
黙
で

あ
る
。
彼
は
「
熱
望
の
強
さ
、
効
加
の
大
い
さ
等
は
経
験
科
阜
の
基
礎
概
念
た
り
え
な
い
も
の
で
、
経
締
法
則
の
内
容
か
ら
排
除
さ
る
べ

き
も
の
で
あ
る
」
と
強
調
す
る
。
と
の
排
除
が
、
「
現
僻
」
的
方
訟
を
と
る
経
消
墜
の
理
論
的
純
化
の
問
題
で
あ
る
と
と
は
彼
の
主
張
す
る

通
り
だ
と
し
て
も
営
商
の
問
題
に
註
接
の
閥
係
は
な
い
。

以
上
の
如
く

L
て
、
数
忠
一
白
方
訟
の
経
済
堅
へ
の
趨
用
は
是
認
さ
れ
る
に
至
っ
た
が
、
彼
は
そ
の
有
効
性
の
過
大
評
債
な
般
に
警
戒
す

る
。
粧
掛
墜
に
九
掛
け
る
数
接
的
方
法
の
有
効
性
は
次
の
諸
附
制
に
公
い
て
制
践
さ
れ
て
い
る
。

て
「
数
態
的
方
法
自
身
か
ら
は
粧
柄
法
則
は
生
み
出
さ
れ
な
い
」
。
と
れ
は
数
準
的
方
法
自
体
の
非
現
世
一
性
(
悼
の
(

A

)

)

か
ら
も
推
論

、
，
、
.
、
.
、
，
、
曹
、
.
、
.
、
.
、
，
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
，
、
，
、
.

さ
れ
る
か
、
と
の
意
味
に
た
い
て
彼
は
つ
敷
島
-
賛
成
論
者
が
迎
論
持
組
僻
的
分
析
を
無
観
し
て
、
間
単
な
る
曲
線
に
つ
い
て
の
数
撃
的
吟
味

総
務
務
研
究

ヨ王



総
機
感
に
於
け
る
数
接
的
方
法
の
怠
一
識
に
つ
い
て

同
地
永

か
ら
、
粧
消
法
即
が
得
ら
れ
る
か
の
如
く
謹
臨
す
る
の
は
兆
一
だ
し
い
誤
解
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。

二
、
「
教
事
的
方
法
は
経
締
法
則
を
精
税
化
し
な
い
」
。
と
れ
も
ま
た
前
越
の
、
経
験
法
則
の
不
精
続
性
か
ら
類
推
さ
れ
る
が
、
彼
は
と

、
，
、
.
、
，
一
、
，
、
.
、
.
，
、
.

の
意
味
に
む
い
て
「
敢
撃
的
方
法
の
迎
用
に
よ
っ
て
結
斡
な
外
延
立
(
指
数
)
が
英
然
た
る
内
住
金
ハ
効
用
)
に
代
置
さ
れ
た
と
し
て
も
、

、

，

、

.

、

.

、

.

、

.

、

曹

、

.

、

.

と
の
外
延
量
の
規
定
に
は
依
然
と
し
て
、
経
験
的
な
不
精
続
性
が
附
け
な
う
。
放
感
的
方
法
乞
以
て
唯
一
の
精
統
か
つ
科
事
的
な
、
粧
怖
感

の
研
究
方
法
と
考
え
る
と
と
は
と
の
掛
か
ら
し
て
も
正
し
く
な
い
L

と
杭
立
す
る
。

、

，

、

.

、

.

、

.

一
一
一
、
「
経
済
惑
に
闇
有
た
方
法
は
現
鮮
で
る
っ
て
、
故
態
的
方
法
は
、
理
解
に
よ
る
絞
締
法
則
認
識
を
柏
助
ず
る
限
hν

で
有
効
た
殻
見
的

手
段
た
り
う
る
に
す
ぎ
な
い
」
。
と
れ
ば
枇
合
科
阜
の
故
主
要
な
研
究
方
訟
た
る
「
却
俳
」
友
、
粧
前
撃
に
も
類
推
し
た
結
果
で
あ
る
が
、

、

.

、

，

、

.

、

.

明

、

.

、

.

、

，

、

.

と
の
意
味
に
沿
い
て
も
、
彼
は
「
政
論
(
口
組
側
附
)
を
ぬ
き
に

L
て
、
統
計
だ
け
か
ら
教
事
的
に
粧
締
法
則
を
導
き
出
す
」
と
と
の
危
険
を

以
上
を
要
す
る
に
、
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強
調
す
る
。

カ
ウ
ブ
マ
ン
は
経
験
科
事
一
般

κ
必
け
る
数
態
的
方
訟
の
趨
用
可
能
論
を
絞
消
串
に
類
推
趨
崩
ず
る
と
と
に
よ
っ

、、、

て
、
趨
用
の
可
能
乞
論
詮
し
た
。
だ
が
一
万
と
の
方
訟
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
、
故
事
的
方
訟
に
封
し
て
、
経
隣
接
に
た
け
る
理
解
的
分

、
.
、
.
、
，
、
，

析
結
果
の
簡
潔
か
つ
統
一
的
な
表
現
手
段
以
上
の
効
果
を
期
待
し
な
い
0

・
故
障
ナ
的
方
法
は
粧
消
墜
の
研
究
方
法
と
し
て
は
、
副
次
的
・
補

助
的
・
従
属
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
さ
れ
る
。

}
 
--A 
(
 
前
出
寸
論
理
殺
と
終
蹴
制
移
L

に
お
い
て
は
、
級
機
感
の
鈴
臼
棋
は
「
財
と
財
含
交
換
す
る
」
行
翁
の
総
体
な
り
と
さ
れ
、
こ
こ
に
一
一
一
一
一
日
う
「
駿
量
的
交
換

問
脚
係
」
を
と
り
あ
っ
か
う
も
の
は
純
憐
紘
一
4

の
一
分
科
な
り
と
さ
れ
て
い
る
。

同
室
内

5
8
D
H
3
4
4
g
Eロ
ロ
品
目
。
怒
丘
町
HOS目
付
山
田

nvo---wwm-
吋
吋
仏
・
カ
ウ
ア
マ
ン
は
こ
の
反
割
論
に
劉
す
る
諸
家
の
反
駁
に
つ
い
て
「
ジ
ヱ
ゲ
オ

ン
ズ
は
不
般
か
な
心
喋
紘
一
4

に
頼
り
、
ベ
ェ
!
品
・
パ
グ
ェ
ル
ク
は
問
題
の
核
心
を
見
失
っ
て
お
り
、
パ
レ

1
ト
も
叉
閥
抗
仰
で
あ
る
」
と
の
論
評
を
加

え
る

c

t

前
出
「
論
理
肌
ゆ
と
終
抑
制
整
」
及
び
彼
の
「
枇
命
日
科

mm方
法
論
」
(
冨

a
z
E】O
忠

w
a
H
g
m
o
a白山
m
a
g
s二
ま
さ
に
詳
し
い
。

(2.) (3) 



丘
、
カ
ウ
フ
マ
ン
の
所
説
に
封
す
る
批
評

以
上
に
ゐ
い
て
わ
れ
わ
れ
は
カ
ウ
フ
マ
ン
が
、
知
何
に
し
て
経
済
串
へ
の
数
態
的
方
法
適
用
の
論
諜
を
明
ら
か
に
し
、

と
れ
ば
大
路
次
の
二
黙
に
要
約
さ
れ
よ
う
。

そ
の
布
効
性
を

限
定
し
た
か
を
み
て
来
た
が
、

先
や
経
験
科
患
は
一
般
に
教
事
的
方
訟
の
油
問
乞
可
能
に
す
る
。
従
っ
て
そ
の
一
分
科
た
る
終
的
思
へ
の
数
接
的
方
訟
の
諮
問
も
ま
た

、
.
、
.
、
.
、
.
、
.

原
理
的
に
可
能
で
あ
る
。
む
じ
ろ
そ
れ
は
簡
潔
に
し
で
統
一
的
な
経
消
法
則
の
認
識
手
段
と
し
て
-
要
求
さ
れ
る
。

し
か
し
粧
済
問
中
に
公
け
る
致
問
ナ
的
方
法
の
有
効
性
は
桜
め
て
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
数
皐
的
方
法
は
、
主
要
な
研
究
方
法
H
「
理
解
」

、
.
、
，
、
.
、
.
、
.

の
経
済
法
則
護
見
先
立
を
柿
助
し
、
そ
れ
に
簡
潔
に
し
て
統
一
的
な
定
式
化
を
あ
た
え
る
た
め
の
副
弐
的
手
段
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

と
の
貼
か
ら
も
、
ま
た
抗
議
の
と
と
か
ら
も
、
明
ら
か
に
な
る
が
、
カ
ウ
ブ
マ
ン
は
数
態
的
方
訟
の
現
賀
へ
の
諮
用
品
乞
可
能
な
り
と
す

、
.
、
.
、
.
、
.
、
.

る
論
擦
と
し
て
も
、
ま
た
そ
の
有
効
性
判
定
の
基
準
と
し
て
も
、
敢
闘
申
的
方
法
が
、
簡
潔
に
し
て
統
一
的
な
法
期
認
識
の
手
段
た
り
得
る

、

.

、

，

、

.

，

、

.

、

，

か
不
臼
か
乞
常
に
吟
味
の
基
準
に
す
る
。
と
と
に
い
う
簡
潔
と
は
法
則
定
式
化
上
の
技
術
的
便
宜
で
あ
り
、
統
一
的
と
は
法
則
相
互
の
論
理

的
一
貫
性
(
無
矛
脂
性
)
で
あ
る
。
「
科
準
的
法
則
認
識
の
京
尚
日
棋
を
簡
潔
か
つ
統
一
的
な
認
識
建
問
仰
の
確
立
に
あ
る
と
す
る
」
彼
の
科

皐
論
に
立
脚
す
る
な
ら
ば
、
以
上
の
如
き
彼
の
態
度
は
正
し
く
、
ま
た
そ
の
立
味
で
は
数
型
的
方
法
ほ
ど
有
効
な
研
究
方
法
は
な
い
と
も

い
え
よ
う
。
し
か
し
決
定
的
誤
謬
は
正
に
と
の
献
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
の
立
場
を
徹
底
す
れ
ば
「
論
説
的
に
矛
腐
な
き
限
り
で
」
、

、.. 

、.、.、，、.、.、.

大
い
に
思
考
を
節
約
す
る
と
と
が
出
来
る
が
、
そ
れ
は
多
く
の
危
険
を
は
ら
む
。
特
に
本
稿
が
取
り
上
げ
た
問
題
に
限
っ
て
も
す
で
に
多

く
の
困
難
を
惹
起
せ
し
め
る
。
以
下
そ
の
主
た
る
も
の
を
簡
単
に
述
べ
て
、
そ
れ
に
関
連
し
て
今
後
の
問
題
附
耐
を
若
干
指
摘
し
よ
う
。

第
二
仏
教
接
的
方
訟
に
つ
い
て
彼
は
数
串
の
殻
践
を
す
べ
て
ペ
ア
ノ
の
公
判
論
に
よ
る
自
然
数
列
の
椛
成
原
訓
掛
か
ら
蹴
鰹
じ
、
敢
睦
皐
，
の

、.、

叫
諸
一
拍
附
，
蹴
概
念
を
記
附
蹴
仇
.
術
詰
の
街
潔
化
と
し
て
辿
導
寸
く
が
と
れ
は
一
正
止
し
く
な
い
O

数
壊
と
い
え
ど
も
彼
の
い
う
如
く
全
く
現
'
笠
と
無
関
係
の
も
の

縦
蹴
倒
的
学
研
究

:f1: 
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桜
山
側
換
に
於
け
る
臨
地
内
常
的
方
法
の
窓
口
元
に
つ
い
て

江
応
、
氷

で
は
あ
り
件
な
い
。
現
行
一
か
ら
出
設
し
、
現
官
一
に
基
礎
を
も
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
教
壊
を
完
全
な
抽
象
的
公
理
論
の
体
系
な

り
と
す
る
と
と
は
、
仙
恨
の
科

mT論
の
然
ら
し
む
る
と
と
ろ
で
あ
ろ
つ
が
と
の
傾
向
は
、
数
阜
の
基
礎
乞
公
判
体
系
そ
の
も
の
に
求
め
ん
と

す
る
ぷ
抗
論
却
阜
の
誤
っ
た
立
場
に
泊
や
る
も
の
で
あ
る
。

治
A

一
に
、
数
阜
の
諸
成
果
の
例
別
料
問
中
へ
の
描
出
可
否
と
そ
の
ふ
付
効
性
判
定
の
基
準
は
、
九
百
の
倒
期
科
墜
の
お
象
に
求
め
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
と
の
制
で
彼
が
割
象
の
可
制
牲
に
論
及
し
た
と
と
は
正
し
い
と
い
え
る
が
、
お
象
自
体
に
み
お
け
る
問
題
よ
り
も
、
法
則
認

、
.
、
.
，
、
司
、
.
、
，
、
.

織
の
簡
潔
性
・
統
一
一
位
を
強
制
す
る
と
と
に
ポ
一
知
友
泣
い
た
と
と
に
は
お
象
に
お
す
る
方
訟
の
優
位
を
郎
給
す
る
危
拾
が
あ
る
。
特
に
敢

州
中
的
方
法
の
有
効
性
に
つ
い
て
の
彼
の
立
論
に
は
と
の
傾
向
が
刊
行
し
い
。
自
然
科
問
中
に
や
け
る
敢
闘
中
的
万
訟
の
輝
か
し
い
成
果
に
舷
惑
さ

れ
て
、
そ
の
粧
術
的
苧
へ
の
い
肱
問
中
ど
念
ぐ
あ
ま
り
に
、
カ
ウ
プ
マ
ン
が
要
求
し
た
税
皮
の
原
迎
的
反
省
さ
え
在
も
怠
っ
て
い
る
論
者
は
、
今

け
の
有
力
な
故
現
純
尚
早
弁
に
も
稀
で
は
な
い
ザ
と
の
数
時
十
的
方
訟
の
過
大
詩
的
は
っ
終
的
川
町
一
論
ど
敢
墜
と
の
間
に
は
本
質
的
宗
別
が
な

い
し
と
い
う
見
解
乞
ず
ら
生
み
出
す
に
王
っ
て
い
る
。

出
一
一
…
に
、
枇
入
山
什
科
阜
、
特
に
経
術
的
中
に
沿
い
て
、
主
要
方
法
た
る
「
明
解
」
に
到
す
る
故
事
的
方
訟
の
枕
泣
が
明
ら
か
で
な
い
。
経
出

阜
の
研
究
方
訟
と
し
て
「
限
解
」
が
訟
も
市
一
姿
た
り
と
さ
れ
る
川
川
市
は
充
分
日
以
関
さ
れ
て
い
な
い
し
、
ま
た
そ
れ
は
果
し
て
‘
恥
し
い
方
訟

た
り
う
る
か
否
か
大
い
に
疑
問
で
あ
る
が
、
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一
ぃ
恥
そ
れ
役
山
わ
な
い
と
し
て
も
、
彼
の
主
張
の
範
捌
か
ら
い
え
る
と
と
は
、
「
数
撃
的
方
訟

と
別
併
と
は
、
分
析
の
割
象
が
日
的
合
判
的
行
結
な
る
場
合
に
の
み
一
出
立
す
る
」
と
い
う
と
と
に
止
ま
り
、
と
れ
で
は
数
単
的
方
訟
の
地

川
可
能
性
ず
ら
慌
わ
し
く
な
る
。

要
す
る
に
カ
ウ
ブ
マ
ン
の
主
張
は

、.. 

、
，
、
.
、
，
、
.

仙
悦
猫
特
の
科
陪
ナ
州
制
「
簡
潔
か
つ
統
一
的
訟
則
認
識
」

に
党
ぬ
か
れ
て
い
た
貼
に
決
定
的
投
謬
が
あ

伎
に
ほ
一
一
一
古
を
設
し

拍
車
的
方
訟
の
副
次
位
を
強
調
し
た
限
り
で
は

彼
が
特
定
の
れ
決
別
論

!
i勿
論
そ
の
川
H
M
否
は
問
題
で
あ
る
が
ー
ー
を
想
定
し
、
数
到
的
手
艇
の
無
批
判
的
蹴

ハ4
a
J
V

正
し
い
が
向
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

っ
た
と
巧
え
ら
れ
る
が



し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
更
に
匙
ん
で
経
消
墜
に
必
け
る
故
車
的
方
訟
の
正
し
い
立
誌
を
也
い
ぶ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
カ
ウ
フ
マ
ン
の
如

く
「
経
験
相
互
の
関
係
乞
出
来
る
限
り
矛
盾
な
く
問
潔
に
沼
地
ず
る
」
の
を
科
阜
の
日
燃
と
す
る
と
と
は
出
来
な
い
。
経
前
阜
の
研
究
方

訟
乞
決
定
す
る
も
の
は
封
象
た
る
経
済
の
現
百
万
あ
る
。
数
段
a

的
方
訟
の
油
川
も
ま
た
、
割
象
と
し
て
の
終
消
の
質
的
規
定
性
・
係
史
的

被
制
約
牲
に
よ
っ
て
の
み
、
そ
の
可
否
及
び
有
効
性
の
限
界
が
判
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(1) 

こ
の
肌
舶
に
開
削
す
る
数
以
十
点
引
の
批
列
と
し
て
は
、

近
際
掛
町
抑
池
氏
・
円
齢
別
協
一
a

関
山
惣
史
序
説
b

(

第
四
本
、
公
判
的
方
法
に
つ
い
て
)
一
一
二
五
賞
以
下
、

及
び
同
氏
・
「
数
込
論
の
慕
-
本
問
問
題
」
(
月
刊
円
減
論
h

一
九
四
七
年
第
五
A

-

六
、
九
各
放
侃
川
崎
帆
〉
、

一
一
一
回
博
燐
氏
・
円
数
隆
史
の
方
法
論
』
一
八
一
一
一
支
以
下

の
一
一
一
つ
が
校
に
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

。
同

-
z
o
d口
阿
国
ロ
H
H
h
w
認
。
司
m円巾
HM田
仲
団
司
ロ

H
u
h…げ
O
O
M
-
-
O同
の
出

g
問
団
但
出
品
凶
口
O口。同
HM山
口
切
由
げ
恒
三
O
司
3
G
A
m吋・

0
・
鼠
O『
mH申
HMm仲由吋
H
H
H
W
W
O口
答
申
〉
白
ロ
ロ
司
白
口
旬
。
同
出
口
。
問
。
g
r
o
z
S
4間一件目。ロ印
3
s
u
o
-

。
・
吋
山
口
け
同
H
2
1
日
三
回
目
。
HMOHHM由
け
江
口
田
ョ
芯
U
N
〕
[
口
付
史
岡
山
口
口
氏
。
ロ

佐
勝
山
口
三
郎
氏
・
『
終
日
駒
山
中
総
論
』
ハ
新
終
絞
殺
設
計
〉
十
六
立
、

宮
川
町
健
一
氏
・
『
絞
済
級
車
b

第

O
ネ

を
え
よ
。

カ
ウ

7

7

ン
の
此
の
見
解
を
総
務
将
数
論
に
諮
入
し
た
試
み
と
し
て
絡
に
刊
日
目
す
べ
き
は
、

の
・
旬
開
門
U
由
民
叩
司

H4wOOM1
∞
山
口
口
ふ
叩
吋
]
[
出
品
由
阿
国
国
広
由
HMJ
日

U
N
吋

で
あ
る
。

叉
立
場
は
岡
地
内
な
る
が
、
い
拙
…
批
削
門
的
数
恐
怖
能
川
論
に
到
す
る
批
評
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
o

。

3
0
m
g山口
n
u
w
冨
冊
目
的
叩
口
出
品
。
吉
田
回
世
宮
島
田
吋
巧
宵

S
S
E
F
3
5以
-

kr将
司
自
品
∞
。

EB阿耐え
Z-二
、
。
ロ
島
田
円

k
r
g一
三
持
品
白
田
副
司
目
立
回
目

E
R
O
E
E吋

300円
山
田
宏
司
ぐ
。
}
寄
呈
江
田
ロ
冨
片
付
ゆ
ゆ
(
富
市

poeMG同
一
由
ロ
宮

C
H
M
g
g
g
n
v
c出
向
附
同
HMM仲

σ由
加
。
ロ
島
出
司
自
白
図
。
N
ロ
ぬ
由
民
同

a
O
6
6
0氏
。
∞
ロ
E
H
H
H
H
u
s
s
E
)
円山
uua・
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(2) (3) (4) 

制
肌
蹴
削
除
十
研
究

三TJ:



経
済
診
に
於
け
る
帆
以
内
学
的
方
法
の
意
義
に
つ
い
て

H
A

池
永

回
、
む

ナ

ひ。

以
上
二
、
三
に
述
べ
た
如
く
、
経
消
閥
単
へ
の
数
問
中
的
方
訟
の
諮
問
に
到
し
て
、

カ
ウ
フ
マ
ン
が
胤
(
え
た
来
…
礎
は
明
ら
か
に
松
機
部
弱
な

し
か
も
、
管
見
に
よ
れ
ば
、
今
日
と
れ
以
上
に
保
く
敢
闘
伊
的
方
法
組
問
論
を
基
礎
づ
け
た
と
考
え
ら
れ
る
他

の
論
者
は
見
首
ら
な
い
。
と
の
よ
う
な
脆
弱
な
基
礎
を
以
て
し
て
は
、
そ
の
上
に
如
何
に
尚
等
な
る
数
臨
ま
駆
使
す
る
と
も
、
そ
れ
は
皐

覚
症
中
接
関
の
難
を
琵
れ
机
げ
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
少
な
く
と
も
科
隈
た
る
の
名
に
航
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。

り
と
い
わ
ざ
る
を
符
な
い
。

了

一
九
五
三
年
十
月
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